




考察と要約 

われわれの成績は未だ不十分なものであるが,病弱な未熟児における後天性 CMV 感染の頻

度が高いこと,および輸血による感染の可能性が示され,予後不良で長期間の酸素投与を必

要とする例の多いことが認められ,CMVとCLDあるいは神経学的後遺症との関連性が示唆さ

れたが,予後対策を含めて今後さらに研究を進める必要がある。 


